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先
月
の
日
本
三
大
奇
祭

の
一
つ
西
大
寺
会
陽
を
経

て
、
備
前
平
野
に
春
が
来

ま
し
た
。

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

岡
山
歴
史
研
究
会
は
今
年
で
三
年
目
を
迎

え
、
現
在
会
員
数
も
二
三
九
名
に
な
り
ま

し
た
。

昨
年
は
、
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
全
国

か
ら
三
百
名
も
の
ご
参
加
い
た
だ
い
た
全

国
大
会
開
催
に
よ
っ
て
、
岡
山
歴
研
の
地

歩
を
固
め
る
画
期
的
な
年
に
な
り
ま
し

た
。新

年
度
の
事
業
計
画
と
し
ま
し
て
は
、

定
期
総
会
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
記
念
講
演
の
二
本
立
て
。
ま
た
好
評

だ
っ
た
探
訪
会
を
年
三
回
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
県
内
の
歴
史
関
連
団
体
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
を
各
団
体
の
協
力

を
得
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。
更
に
会
報

の
定
期
的
な
発
行
、
そ
の
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
吉

備
の
国
岡
山
は
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と

を
全
国
に
向
け
て
精
力
的
に
情
報
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、

ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
会
長　

天
野
勝
昭
）

歴
研

展
望

岡
山
歴
史
研
究
会
の
Ｈ
Ｐ
を
開

設
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
岡
山
歴
研
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
く
だ

さ
い
。
ブ
ロ
グ
形
式
で
、
つ
ぶ
や

き
や
投
稿
が
で
き
る
Ｈ
Ｐ
で
す
。

会
員
相
互
の
情
報
交
換
、
他
の

歴
史
関
連
団
体
へ
の
リ
ン
ク
、
行

事
紹
介
、
会
報
紹
介
、
会
員
の
出

版
本
や
歴
史
関
連
文
章
、
エ
ッ

セ
ー
等
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
様
々
な

活
動
が
可
能
で
す
。
ペ
ー
ジ
数
の

投
稿
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研
究

さ
れ
た
成
果
を
簡
易
な
方
法
で
情

報
発
信
で
き
ま
す
。
修
正
も
容
易

で
す
。
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
課
題
を
お
持
ち
の

方
、
類
似
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
い

る
人
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
Ｈ
Ｐ
に
記

事
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
新
た
な

繋
が
り
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
同
好
の
方
の
記
事
に
コ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
刺
激

し
合
う
良
い
関
係
を
築
き
ま
し
ょ

う
。
気
づ
か
な
か
っ
た
歴
史
研
究

と
新
た
な
繋
が
り
を
作
る
き
っ
か

け
を
提
供
で
き
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

Ｈ
Ｐ
の
管
理
、
運
営
は
事
務
局

並
び
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
で
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
記
事
に
感
想
（
コ
メ

ン
ト
）
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

http://b.okareki.net/

●受付 12 時 30 分　●総会 13 時～ 
● 記念講演  13 時 45 分～
● パネルディスカッション  15 時～
●参加費　無料（一般の方の参加歓迎）
定期総会

平成 23 年度の事業報告、決算報告並びに、新
年度の事業計画、予算（案）の審議

記念講演
「もう一つの平家物語

～安徳天皇は生きていた～」
講師　能勢初枝氏（岡山歴史研究会運営委員、

次ページに講師紹介）

パネルディスカッション
「哲人山田方谷を語る」

コーディネータ
渡辺道夫氏　山田方谷に学ぶ会代表世話人、

元岡山県立美術館副館長
パネラー　

田中里味氏　山田方谷研究コーディネータ、
ジュエリータナカ常務取締役

網本善光氏　山田方谷に学ぶ会会員、横溝正
史研究家

加古一朗氏　山田方谷に学ぶ会会員、高梁市
歴史美術館主任（学芸員）

平成 24 年度定期総会のご案内
日
時 

4
月
30
日(
祝日)　

 

12
時
30
分

場
所 

山
陽
新
聞
さ
ん
太
ホ
ー
ル
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岡
山
歴
史
研
究
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た

受付
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「
山
田
方
谷
に
学
ぶ
会
」
は
平
成
九
年
、

岡
山
県
職
員
を
中
心
に
、
有
志
が
集
い
、

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
時
あ
た
か
も
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
の
真
只
中
で
し
た
。
翌
、
平
成

十
年
、
冊
子
「
山
田
方
谷
―
そ
の
藩
政
改

革
に
学
ぶ
」
を
出
版
し
、
希
望
者
並
び
に

県
内
の
主
な
図
書
館
に
配
布
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
か
ら
は
「
方
谷
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
毎
年
作
成
し
、
県
内
外
へ
無
償

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
高
梁
市
や
新
見
市

な
ど
の
ゆ
か
り
の
地
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
講
演
会
、講
座
等
に
講
師
、

パ
ネ
リ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
は
企

業
や
団
体
、
大
学
や
高
校
で
の
講
師
等
を

し
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
は
方
谷
生
誕
二
百
年
。
高

梁
で
の
記
念
事
業
「
第
四
回
全
国
藩
校
サ

ミ
ッ
ト
in
高
梁
」
で
は
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、「
長
瀬
塾
」と「
藩

校
有
終
館
」
の
模
型
を
制
作
し
、
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
山
田
方
谷
顕
彰
会
と
一

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
山
田
方
谷
に
学
ぶ
会
」
の
活
動

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
　
山
田
方
谷
に
学
ぶ
会
代
表
世
話
人 

　
渡
辺
道
夫

定期総会

能
勢
さ
ん
は
、
岡
山
市
生
れ
で
操
山
高

校
、奈
良
女
子
大
卒
業
。
そ
の
後
は
関
東
・

関
西
方
面
が
長
い
。
最
近
郷
里
へ
帰
っ
て

き
て
、
岡
山
歴
研
に
参
加
し
会
報
の
編
集

な
ど
に
関
っ
て
い
ま
す
。

関
西
在
住
中
に
、
大
阪
府
能
勢
町
に
伝

わ
る
安
徳
天
皇
伝
承
を
『
あ
る
遺
書
─
も

う
一
つ
の
平
家
物
語
』
と
し
て
出
版
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
上
で
取
り
引
き
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
近
「
安
徳

天
皇
伝
承
」
と
し
て
再
版
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
平
清
盛
」
に
ち
な
ん
で
、「
も
う
ひ
と
つ

の
平
家
物
語
─
安
徳
天
皇
は
生
き
て
い

た
」
と
い
う
講
演
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

体
と
な
っ
て
「
入
門
山
田
方
谷
」
を
出
版
、

三
島
復
、
伊
吹
岩
五
郎
の
名
著
の
復
刻
や

閑
谷
学
校
で
の
講
義
録
「
孟
子
養
気
章
講

義
」
の
現
代
語
訳
を
行
い
、
県
下
の
高
校

や
図
書
館
な
ど
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
、
没
後
百
三
十
年
に
は
記

念
事
業
と
し
て
「
入
門
山
田
方
谷
―
至
誠

の
人
」
と
「
山
田
方
谷
の
こ
と
ば
―
素
読

用
」
を
出
版
し
、
図
書
館
や
高
梁
市
の
全

小
、
中
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

今
後
も
各
顕
彰
団
体
と
協
力
し
て
顕
彰

活
動
を
続
け
ま
す
。

定
期
総
会
で
の
講
師

能
勢
初
枝
さ
ん
の
紹
介▼

再
版
さ
れ
た
『
あ
る
遺
書
』

こ
れ
ま
で
に
県
下
の
歴
史
に
係
わ
る
団

体
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
も
の
は
見
あ
た

り
ま
せ
ん
。
が
、
す
で
に
多
く
の
歴
史
関

連
団
体
が
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
、
県
内
の
歴
史
関
連
団
体
を
網

羅
し
た
リ
ス
ト
と
も
い
う
べ
き
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
作
り
、
各
団
体
が
連
携
し
、
岡

山
が
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に

情
報
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、岡
山
の
歴
史
の
発
掘
、

岡
山
の
誇
り
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎　

歴
史
関
連
団
体
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

（
以
下
は
例
）

★
歴
史
愛
好
家
団
体
・
文
化
財
団
★
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
★
遺
跡

保
存
会
★
無
形
文
化
財
保
存
団
体
★
民

俗
学
会
・
民
話
の
会
・
風
俗
研
究
会
★

山
城
を
守
る
会
★
古
文
書
研
究
会
、
読

む
会
★
顕
彰
会
★
探
訪
会
★
刀
剣
・
甲

冑
・
鉄
砲
隊
★
職
場
・
学
校
内
歴
史
研

究
会
★
全
国
組
織
の
岡
山
支
部　

◎　

調
査
票
等
は
事
務
局
で
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

歴
史
関
連
団
体
の 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
に

つ
い
て  

ご
協
力
を
!!
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津山市の西端、中北上の北方に独立した岩屋
山（標高 283 ｍ）があり、その山頂に岩屋城
跡があります。室町時代、山名教清が美作の守
護職を任ぜられ、自分の本城として築いた城跡
です。昭和 43 年旧久米町より、又昭和 62 年
には岡山県より指定史跡になりました。

時を同じくして 58 名の会員で「岩屋城を守
る会」を発足させました。

以来、岩屋城跡の保護、管理、整備作業を始
めました。初年度は城跡の草刈、登山道の整備
等。続いて、馬場跡にトイレの新設、倒木の処
理、戦国武将の精霊祭、紫燈護摩供養、また会
員の勉強会も行ってきました。商工会主催の登
山ウオークラリーは結成以来毎年行われ、地域
全体での一層の保存活動が進みました。

平成八年、岩屋城の歌、続いて岩屋城音頭が
会員の作詞、作曲で出来ました。初日の出詣で
も毎年行われています。歴史ロマンを求めての
登山者も増えてきて、サービスを考えながら道
路の手入れ等に心がけるようになりました。会
の活動を後世に受け継がせることの大切さを知
らされ、人づくり、地域づくりに役立つことを
認識しました。反面、結成以来一緒に作業をし、
汗を流した会員の姿を見る事の出来ない人、身
体の都合で登れない方も増え、過ぎた月日が思
い出されます。天然の要害を持つ本丸に立って
四方を眺める時、武士の往時が偲ばれ、城跡が
貴重な財産であることを再認識するこの頃です。

岡山県中西部に位置する高梁市は備中の国を
南北に貫く高梁川の中流にあり、水陸交通の要
衝で、山陽と山陰を結ぶ位置であった処から、
古くから臥牛山に城が築かれて、毛利と尼子の
戦場として、又、関ヶ原以後は小堀遠州の時代
から松山藩として明治に至るまで国の政治に関
わってきた。最後の松山城主，板倉氏の七代目
勝静を助けたのが山田方谷である。

山田方谷は、この地勢に着目し、陰陽を結ぶ
最も重要な路線は他に無しとの発想の下に、新
見を経由して米子に至る馬車道を建設した。こ
れが JR 伯備線の基礎となった。備中高梁駅か
ら新見方面に行くと三つ目に方谷駅がある。全
国でも珍しく人名が駅名となっている。この駅
から高梁川の支流に沿って高梁市中井町西方に
生誕地がある。江戸末期に藩政改革を行い、莫
大な負債を返済し、多額の蓄財を短期間に成し
遂げ、備中松山藩を救った。国事に奔走する板
倉勝静を補佐し名を残している。

明治 10 年に永眠した。その 50 年後、山田
方谷を顕彰しようと組織されたのが高梁方谷会
であり、その設立の檄文が残る。
「一世の碩学であり、幕末から明治初年にか

けての激動期に、高梁を中心とする備北の政治・
経済・教育・文化の恩人である山田方谷先生の
遺徳を偲び、威風を後世に伝えん」とある。そ
れを伝えるのが高梁方谷会で、今に続いている。

▼

高
梁
市
中
井
町
西
方
の
﹃
方
谷
園
﹄

備中の聖人山田方谷から学ぶ
高梁方谷会会長　金岡　誠（当会顧問）

岩屋城を守る会
岩屋城を守る会会長　北　恵兆（当会会員）

▲

岩
屋
山
山
頂
に
て
　
紫
燈
護
摩
供
養
（
２
月
15
日
）

グ

ル

ー

プ

紹

介
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春
の
歴
史
探
訪
地 

１
月
７
日
（
土
）
冬
日
和
の
中
、
六
五
名
で

矢
坂
山
・
万
成
山
を
探
訪
し
た
。
矢
坂
山
を
語
る

会
か
ら
坪
井
代
表
を
始
め
十
三
名
が
参
加
、
野
崎

講
師
（
当
会
顧
問
）
に
案
内
を
い
た
だ
い
た
。

９
時
に
北
向
八
幡
宮
に
集
合
し
、
三
班
に
分

か
れ
、
ク
ジ
ラ
岩
～
富
山
城
跡
～
方
位
岩
～
魚
見

山
、
山
頂
に
て
昼
食
、
そ
し
て
、
万
成
山
登
山
～

笑
い
岩
・
怒
り
岩
～
万
成
稲
荷
磐
座
～
北
向
八
幡

宮
の
元
宮
磐
座
～
北
向
八
幡
宮
と
歩
い
た
。

矢
坂
山
、
万
成
山
か
ら
は
岡
山
市
街
地
を

３
６
０
度
展
望
で
き
た
。

矢
坂
山
を
語
る
会
が
二
年
前
に
発
足
し
て
活

動
を
始
め
、一
躍
、岡
山
市
民
の
関
心
の
的
と
な
っ

て
い
る
。
登
山
道
の
倒
木
の
片
付
け
や
山
の
清
掃

も
進
み
、
春
に
は
ツ
ツ
ジ
や
山
桜
が
咲
き
最
高
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
。

行
き
先　

児
島
（
藤
戸
合
戦
跡
・
熊
野
神
社
・ 

由
加
山
）
界
隈
を
探
訪

実
施
日　

５
月
19
日
（
土
）

案
内
人　

大
島
邦
雄
（
特
別
案
内
人
・
当
会
顧
問
） 

野
崎　

豊
（
当
会
顧
問
） 

井
上
秀
男
（
当
会
運
営
委
員
）

春
は
児
島
地
域
の
寺
社
、
史
跡
を
探
訪

す
る
。
熊
野
神
社
、
由
加
山
蓮
台
寺
及
び

藤
戸
寺
周
辺
。

熊
野
神
社
は
修
験
道
の
総
本
山
で
、
約

千
三
百
年
前
、役
行
者
が
児
島
へ
上
陸
し
、

新
熊
野
三
山
を
開
い
た
も
の
。
高
弟
五
人

が
五
流
尊
瀧
院
な
ど
五
つ
の
寺
院
を
建
て

た
。
後
鳥
羽
上
皇
の
遺
骨
を
納
め
た
石
造

宝
塔
は
国
指
定
文
化
財
。
ま
た
後
鳥
羽
上

皇
の
第
四
皇
子
頼
仁
親
王
の
墓
所
（
宮
内

庁
管
理
）
も
あ
る
。

由
加
山
蓮
台
寺
は
天
平
時
代
、
行
基
が

開
基
し
た
真
言
宗
の
名
刹
。
江
戸
時
代
、

瑜
伽
大
権
現
は
信
仰
を
集
め
た
。
明
治
初

年
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
由
加
神
社
が
別
れ

た
。
客
殿
、多
宝
塔
は
県
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
。

藤
戸
は
源
平
の
合
戦
地
。
源
氏
の
武
将
佐
々
木

盛
綱
は
、
馬
で
渡
れ
る
浅
瀬
を
教
え
て
く
れ
た
土

地
の
男
を
切
り
殺
し
て
功
名
を
立
て
た
こ
と
で
有

名
。
そ
の
後
に
建
っ
た
藤
戸
寺
で
は
源
平
双
方
の

戦
死
者
を
弔
っ
て
い
る
。

四
月
十
九
日
（
木
）
運
営
委
員
会

四
月
三
十
日
（
祝
）
定
期
総
会

五
月
十
九
日
（
土
）
児
島
方
面
探
訪
会

八
月
一
日  （
水
）　 

会
報
第
四
号
発
行

会員の出版物紹介 
（過去一年以内）

『知られざる古代吉備』若狭哲六著 
定価２６００円（税込み）

『津田永忠の新田開発の心』柴田一著 
日本文教出版　定価８６０円＋税

『沖新田・沖田神社と沖田姫』柴田一著　
吉備人出版　定価８００円＋税

『ある遺書 │ 北摂能勢の安徳天皇伝承』 
能勢初枝著　定価１２００円＋税

『劇画　戦国武将・宇喜多四代―岡山城築
城物語―』吉備人出版 
定価１０００円＋税

『隈取絵師』（くまどりえし） 
平茂寛（ひらしげ　かん）著　 
朝日新聞出版　定価１５００円＋税

『日本国家の起源　五島列島に実在した高
天原』松野尾辰五郎著　 
定価２５００円＋税

『きび考　５号』日本先史古代研究会　　
実費６００円（送料込み）

『ちょっぴり映画　政治　奉仕』 
佐藤　豊行著　 
定価１１００円（送料込み）

詳
し
く
は
「
岡
山
歴
研
」「
八
坂
山
を
語
る
会

（
市
久
会
）」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

●
お
く
や
み
●
当
会
顧
問
で
高
松
城
水
攻
め

の
研
究
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
林
信
男
さ
ん
（
九
二

歳
）
が
一
月
二
九
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

■

編
集
後
記
■
第
３
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
本
年
度
の
課
題
で
あ
っ
た
岡
山
歴

研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
で
き
ま
し
た
。 

　

平
成
二
十
四
年
度
定
期
総
会
は
「
山
田
方
谷
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
の
県

民
運
動
を
盛
り
上
げ
る
一
つ
に
な
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

発
　
行　

岡
山
歴
史
研
究
会 

代
　
表　

天
野
勝
昭 

編
集
長　

山
崎
泰
二 

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２ 

　

岡
山
市
北
区
平
山
8
4
4
―
86
山
本
方 

電
　 

話　

0
8
6

・

2
8
7

・

6
2
2
6

▼

野
崎
講
師
の
方
位
岩（
磐
座
）

説
明
を
聞
く

▼

北
向
八
幡
宮
元
宮
（
磐
座
）

で
記
念
撮
影 第

二
回 

探
訪
会

『
矢
坂
山
』

http://b.okareki.net/

第
三
回  

探
訪
会  

お
知
ら
せ

５
月
19
日
（
土
） 

児
島
界
隈
を
探
訪

児島

紹
介

今後の予定


